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台風第12号による広域
停電への対応は

災害時の乳児用液体ミ
ルクの確保を

　　三重県に上陸した台風第12
号により市内の63,600戸が停電
し、断水や交通信号機の消灯、
上下水道のポンプ停止など、広
範囲に深刻な影響を及ぼした。
　津市として、停電対策の強化
と停電・復旧情報の適切な提供
を中部電力に要請すべきと考え
るが、停電発生後の危機管理体
制は。また、長時間の停電によ
る被害や影響をどのように受け
止めているか。

　　災害時はストレスで母乳が
止まることや、粉ミルクの湯が
確保できなくなることも予想さ
れる。乳児用液体ミルクは成分
が母乳に近く常温保存が可能で、
開封後すぐに授乳ができる。市
では年間約2千人の生命が誕生
する。母子の安全安心のために
も乳児用液体ミルクの備蓄と災
害時に調達するための協定を企
業と結ぶことを要望するがどう
か。

○財政調整基金の残高は131億
円。津市財政において財政調整
基金の将来推計と適正規模は
○津市から届けられる通知など
の書体や文字の大きさを工夫し
分かりやすく見やすい内容に
○2020年度から必須化されるプ
ログラミング教育について
・指導・実践の在り方は　など

○子育てと仕事の両立のための
柔軟な働き方への支援策は
○高齢者肺炎球菌ワクチンの任
意助成の継続を
○学校教育の環境について
・施設整備について
・暑さ対策について（来年度で
全小学校にエアコン設置を）
○子どもの自殺対策について
○ハザードマップの在り方につ
いて

▲市内でも甚大な被害をもたら
　した今年の台風

▲災害時に被災地で配布された
　海外で流通する液体ミルク

　　市内の全世帯の約半数に及
ぶ大規模停電が発生し、市民の
方から停電に関する問い合わせ
が殺到したことから、本来、中
部電力が電気利用者に対する情
報提供に万全を期すべきところ
であるが、津市としてもホーム
ページ等を通じて周知を図った。
　市民の皆さまは、酷暑の中、
冷房が効かない状態で過ごすこ
ととなり、3階建て以上の建物
等において、ポンプが動かず断
水になるなど、市民生活に大き
な影響が出たほか、警察署でも
消灯した信号対策に大きな支障
を来したと聞き及んでいる。
　中部電力は、津市地域防災計
画に記されたとおり、市民に情
報提供をすべきであり、今回、
それが実行されなかったことに
ついて改善されるよう、具体的
な対策を求めたところである。

　　これまで日本国内では、
「乳及び乳製品の成分規格等に
関する省令」で乳児用液体ミル
クが定義されていなかったこと
から、製造・販売が行われてい
なかった。しかし、平成30年8
月に省令の一部改正が行われた
ことにより、乳児用液体ミルク
の国内での製造・販売が可能と
なった。
　津市では現在、流通業者と災
害時における物資の供給に関す
る協定を締結しているが、乳児
用液体ミルクについても物資の
対象とするために調整を進めて
いるところである。
　流通業者からは供給可能との
回答を得ていることから、今後
は協定の締結を進めていきたい。




